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多読授業の成否を分ける要因	 

	 

1.	 	 豊田高専の長期継続多読授業	 

豊田高専では、2008〜2010 年度に多読・多聴授業を全学に展開、本科 1～ 3 年の全学科共通科目

で 3年間継続授業を実施した。また、2002 年度から多読授業を先行実践してきた電気・電子システ

ム工学科（以下 E 科と略称）では、これと並行して専門科目で本科 2 年から専攻科 1 年まで 5 年間

継続の多読授業を実践している。3年間継続授業では、学生（本科 3年生）が 2 年半で累積 31 万語

の英文を読んだが、TOEIC 平均は 334 点に止った。他方、5年間継続では、E科卒業生（専攻科 1年

生）が 5 年間で累積 108 万語の英文を読み、TOEIC 平均は 568 点に上昇している。	 

明暗を分けた両者の最大の違いは多読授業の継続年数であるが、雰囲気作りの成否と授業時間外

の自律的な多読・多聴活動の活性度も異なる。多読授業実践の長いE科では、先輩学生の実績や体

験が後輩学生に十分フィードバックされており、学生の取組姿勢が積極的だが、本科1〜3年（E科

以外）では、実績とフィードバックが不足し、学生の取組みが盛り上がっていない。また、高専3

年のTOEIC平均を全国高校3年平均まで引き上げるためには、30万語の読書量では足らないようでも

ある。多読授業の成否を分ける要因を検討する前に、まず、両プログラムの実施状況を述べる。	 

	 

1.1	 	 3年継続多読授業の結果	 

豊田高専の本科３年（高校 3 年と同年）では、多読・多聴授業全学展開の一期生（ 2010 年度の

3 年生）が、授業 2.5 年で累積 31 万語（中央値）のやさしい英文を読んだ。我々は、学生が多読の

効果を実感し始める読書量を 30万語と見積もっているが、これ以上読んだ学生は半数以下であり、

多読の効果を実感できている学生も、半分以下にとどまると推定される。授業時間内で確保したコ

アタイムの 80%を読書にあて、毎分 100 語で読めば、2.5 年間で 27 万語を読むことになるので、授

業時間外にも多読を行った学生が多くなかったことが分かる。	 

図 1	 本科３年生（全学科）の読書冊数と累積読書量の分布	 

さらに、各学生の累積読書冊

数と読書語数をマッピングする

と（図 1 ）、読書冊数が少ない

わりに累積読書語数の多い、す

なわち一冊あたりの語数が多く

長い本を読んでいる学生がいる

ことが分かる（図 1 の左上領

域）。読書冊数が 240 冊未満と

少なく、かつ多読授業を先行実

践してきた E 科の回帰直線より

読書量が 15 万語以上多い、特異

な学生群を抽出すると、12 名の

学生が該当する。これらの学生

は、読んでいる本の英文が長す	 

ぎ、すなわち、読書英文のレベルが高すぎるため、累積読書量に対応した効果を期待できない。そ

のため、ここではこの学生群を他の学生と区別して分析した。	 

具体的には、2.5 年間の累積読書量を確認できた学生 159 名のうち、極端に多く読んだ（ 680 万

語）学生 1 名を除く 158 名を、読書英文レベルが高すぎた学生 1群と、その他の学生を累積読書量	 
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により分割した 6 群に分け、群

別の TOEIC 得点分布を比較した

（図 2）。	 

読書英文レベルが高すぎた学

生のうち TOEIC を受験したのは

11 名である。累積読書量が 43

万語（中央値）と読書量は多い

が（読書冊数は 182 冊と少な

い） TOEIC 平均点は 270 点と低

く、300 点未満の低得点学生が 6

名（ 55%）を占める。この群の

学生は、「やさしい英文をたく

さん読む」という多読活動の狙

いからはずれ、自らの実力以上

の難しい英文を読んでいたため	 

図 2	 読書量による TOEIC 得点分布の違い	 

	 

読書量に対応した効果を得られなかったと考えられる。その他の学生のうち、TOEIC300 点未満の低

得点学生は 51 名であるが、その 96%（ 49 名）が、読書量の少ない 3 群（ 10〜40 万語：中央値は

25.8 万語、TOEIC 平均点は 308 点）に属していることが分かる。この 3群の学生の多くは、授業時

間内にも、あまり多読・多聴活動に取り組むことができなかった学生と言える。	 

読書量が中位の2群は、読書量40〜60万語（中央値46.4万語）15名のTOEIC得点平均点が361点、

読書量60〜90万語（中央値65.3万語）18名のTOEIC得点平均点が371点である。この学生群は、本取

組みで想定した授業内外の多読・多聴活動を行った学生群、または、それ以上の多読・多聴活動を

行った学生群である。また、読書量が最も多い群（読書量：100〜220万語、中央値168万語）は、

授業時間外の自律的な多読・多聴活動が中心の学生であるが、全員がTOEIC400点以上であり、平均

点も本科3年生で449点と、同世代である高校３年全国平均より高い得点を得ている。	 

	 

1.2	 	 5年継続多読授業の結果	 
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図 3	 E 系専攻科 1 年生の累積読書量分布の変化	 

E 系専攻科１年生（大学３年と同

年）の累積読書量は、多読授業

継続年数の増加とともに増えて

いる。多読授業が継続 5 年にな

った 2008 年度以降も増加し、

2010 年度以降は 100 万語を越え

ている（図 3 ）。累積読書量の

分布をみると、取組前の 2004〜

2006 年度（多読授業２〜３年

目）では、30 万語未満の学生が

36%いたが、多読授業５年目とな

った 2009〜2011 年度では 30 万

語未満の学生はおらず、ほとん	 
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どの学生は多読の効果を実感し

ているものと考える。	 

さらに、在学中に累積 100 万語

以上読破した E 科学生（専攻科

生を含む）は、2012 年 1 月に歴

代で 134 名に達した。	 

E 系専攻科 1 年生の TOEIC 平

均点の経年変化をまとめた図 4

を見ると、多読授業継続年数が 2

〜3 年だった 2004〜2006 年度の

平均点は 470 点であり、2006 年

度の大学 3 年（全学部）平均 469

点と同程度であったが、多読授

業が継続 5 年になった 2009〜

2011年度には 91点上昇して 568	 	 
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図 4	 E 系専攻科 1 年生の TOEIC 得点分布の変化	 

点に達し、2010 年度の語学・文学系（英語専攻）の大学 3 年生平均 555 点以上まで上昇している。

また、自律的な英語学習が可能な（と、我々が考えている） TOEIC450 点に達していない学生数も、

2004〜2006 年度の 48%から 2009〜2011 年度には 0%へと減少している。	 

	 

図 5	 学生の TOEIC 得点と英文レベル（ YL ）の関係	 

	 

この取組で我々は、やさしい英

文図書の重要性、とくに YL1.0

以下のやさしい英文図書から

始めることの重要性を再確認

した。	 

図 5 は、ネイティブ英語教員が

持つ英文の読みやすさ感覚

と、豊田高専 E 科学生の現状

を、TOEIC 得点と英文図書の読

みやすさ： YL により比較した

グラフである。実線は、主要 GR

（ Graded	 Readers ）のレベル

毎に Mateer の表から取った推

薦 TOEIC 得点を横軸に、古川か	 

ら取った YL	 (min.)を縦軸に用いてプロットした直線で、ネイティブ英語教員が持つ英文の読みや

すさ感覚を表している。Mateer の表の推薦 TOEIC 得点は、EPER レベルの影響を受けているものと

推定できる。大手書店の洋書売り場に表示される TOEIC 推薦得点もこの値に近いことが多い。	 

一方、豊田高専のデータ（図 5 の破線）は、多読授業３〜６年目の学生が、2010 年春に TOEIC	 IP

で得た得点と、受験時に読んでいた図書の YL（試験前後に読んでいた５冊の本の平均 YL	 min.）を

プロットしたものであるが、これは 100 万語読破を勧めた酒井、レベル 0〜3 の本で総語数 100 万

語の読書を目標とするのがよいとした古川・伊藤のガイドラインに従って授業が行われた結果であ

る。	 
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2.	 	 多読授業を始めるに際し	 

多読授業を始める前には、できれば、以下の４項目を考慮したい。	 

１） 担当教員の準備	 

多読授業を担当する教員には「英語」の授業とは異なる知識と体験が必要である。多読授業で

は、学生／生徒がなるべく長時間、読書に集中できるよう配慮する。何かを教えたいという欲

求を堪え、（読書の邪魔をせずに）学生を見守る姿勢が基本である。他方、後述の個別指導の

ためには、各学生の読書状況を把握しておく必要があり、（少人数クラスなら授業中に行える

が、40 名のクラスでは必然的に）授業前後に読書記録を集めて分析し、各学生への指導法を検

討する等、授業準備に授業時間以上の時間を割く覚悟が必要である。	 

授業中読書に集中できない学生や、適切な選書ができない学生には、適切なレベルとジャンル

の本を助言する個別指導も欠かせない。その際、学生の読んでいる本を読み、それぞれの作品

に対して主観的な感想も含めた意見を持っていないと選書指導は行えない。すなわち、担当教

員は、絵本を含めたやさしい英文図書を自らも大量に（少なくとも 100 万語程度は）読み、読

書による自らの変化を観察している必要がある。英語力が高い人の場合、新たな外国語で多読

体験を積み、「初めて読めるようになる」感覚を再体験しないと、学生の気持ちがわからない

かもしれない。	 

	 

２） 図書の確保	 

多読は「読書」なので、ストーリーの分かりきった本を繰り返し読むことや、つまらない本を

無理やり読むことは苦痛になる。好みのジャンルが個々人でばらつくことに加え、学生は英文

レベルが高くなると理解度が急激に低下するので、やさしくて（できれば）面白い本を大量に

確保したい。過去 10 年の多読指導実践で評判の良い定番の図書を広く収集するとともに、常

に新しい作品を開拓することが有益である。	 

	 

３） 雰囲気作りの準備	 

多読では、「英文を和訳することなく、物語をまるで映画を鑑賞するように、そのまま理解す

る」ことを目指すので、語彙＋文法知識で英文を分析し、和訳文を通して精密に理解しようと

する学校英語教育の指導法と摩擦が生ずることがある。集団で行う多読授業では、開始時の運

用能力のばらつきから、クラスメートより遅れる学生が出ることになる。自己弁護のためか「読

書は好きではない」、「多読では英語力は伸びない」、「多読では試験得点が伸びない」等、

種々の放言により、クラスの雰囲気が後ろ向きになる可能性がある。後述（表 1）の入門期に

は、周囲の大人から得た先入観からの発言が多く説得しやすいが、停滞期には、自らの進歩を

自覚しにくいことからの発言であるので、対応にも工夫が必要となる（後述）。	 

	 

４） 長期計画	 

多読により短期間で英語運用能力を高めることは難しい。基礎力のある学生でも半年、平均的

な高専生なら 3〜5 年継続させないと多くの人が納得する効果は出せない。そこで、開始当初

は小さく始めるのが有効であるが、他の教育活動とも組み合わせて、最終的にはどのような教

育プログラムにくみ上げるのか、達成目標と達成度測定方法、継続期間、配分できる資源を含
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めて、長期計画を思い描いて実践を始めたいものである。	 

	 

3.	 	 多読授業の成否を分ける要因	 

１）読書量による学生の変化（実践からのモデル）	 

多読授業を受講する高専生 
は、表 1に示す三段階を経
て英語運用能力を伸ば

し、自律的な英文読書へと

進むと感じている。そこ

で、表１をもとに、多読プ

ログラムの差成否要因を

考えてみたい。 

表 1	 読書量による学生の変化（標準的な高専生では）	 

 入門期 停滞期 充実期 

読書量 0〜30万語 30〜100万語 100〜300万語 

YL max. 0.3〜1.5 1.5〜3.0 3.0〜5.0 

YL 楽 0.1〜1.0 1.0〜2.0 2.0〜3.5 

感覚 
英文で本が読める 
（新鮮） 

やさしい本は詰らない 
読みたい本は読めない 
（マンネリ） 

そこそこ読める／ 
読みたい本も（将来は）

読めそう 

TOEIC 
変化なし 
（ 350点未満） 
TOEICでは測定不可 

ある時点で 
ステップアップし 
 400〜450点以上へ 

リニアに増加し 
（ 40〜50点／ 100万語） 
 300万語で 600点  

２）読書量 
（適切なレベルの読本を選択できていることを前提にすると、）多読授業の成否を分ける最も大き

な要因は読書量である。スポーツや演奏のスキルと同様、読書による英語運用能力向上には、一定

量以上のトレーニング（多読の場合は、和訳せずに理解している読書の量）が必要で、酒井先生が

提唱された累積 100万語は、現在も通用する一里塚である。 
多読以外の英語教育との複合効果であるため学年による差はあるが、高専 3年生では、100万語の
読書によりMMR3(Macmillan Readers Elementary)のあらすじを追うことができるようになり、
TOEIC450 点前後を得点できるようになる。多くの学生は OBW1(Oxford Bookworms Library 
Stage 1)をやさしいと感じ、MTH(Magic Tree House)シリーズ（全 45巻）を完読している学生も
少なくないであろう。 
平均的な学生が 100 万語読破するように組めば、理系の学生の苦手意識を克服できるが、30 万語
未満のプログラムでは、学生の好評を得ることはできても、運用能力の向上は期待できないように

思う。 

 
３）授業時間と期間 
100万語読破するためには毎分 100語の読書速度で 167時間を要する。45分週 1回の授業（年 30
回）だと、授業時間をフル活用しても 7.4年かかることになる（ 80分週 1回、年 50回だと 2.5年）。
一部の学生は、授業時間外の読書でも 1〜2 年で 100 万語を読破してしまうであろうが、平均的な
学生は授業内の読書が中心であり、コアとなる読書時間を授業で確保することは不可欠である。な

るべく多くの授業時間を読書時間に充てるとともに、授業時間外の読書習慣を育てる工夫を加える

のが現実的かと考える。 
豊田高専では、専攻科 1年までの 5年間、5単位（ 113時間）の授業時間で過半数の学生が 100万
語以上を読破しており、授業：課外の読書時間の比率は、２：１程度となっている。本科 1〜3 年
生の多読授業が増えた 2010年度以降は、100万語読破期間を 4年間（本科 4年）に短縮し時期を
前倒ししているが、この間に 6単位（ 135時間）の授業を要しており、授業外読書の比率は下がっ
ている。 
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４）停滞期を乗り切る工夫 

30万語を読んだ学生の 100万語読破を支援するためには、上記停滞期を乗り切らせる工夫が必要
である。列記すると、 
・ 学生が読めるレベルで面白い本を紹介する（新規開拓、ブームを作る、面白いと思わせる） 
入門期には、ORT, FRL 等レベル 0 の絵本シリーズが有効だった。レベル 1〜2 では、GR を
CER1, OBW1, PGR2, MMR3へと繋ぐ幹に、Nate the Great, Rainbow Magic, Magic Tree 
House等の児童書シリーズを絡ませるのを定番に、各学生に合わせて工夫することになる。 

・ 朗読 CDを活用して和訳のクセから早期に脱却させ、物語の世界に入り込む機会を増やす 
GRの朗読速度は、YLとは独立に（ゆっくり） OBW1, PGR1, MMR2, CER1, CPT2（速い）
とラインアップされるので、初期にはゆっくり目から始め、学生が慣れたらより速いものへと

誘導すると、多読のペースメーカー、理解度促進になる。 
・ 学年毎の具体的な達成目標を示す（職業人として、卒業、進級に絡めて） 
英語専攻の学生以外は、就職時に英語を使うイメージを持たせることで、必要な英語運用能力

水準を意識させ、そこ到達する道筋に多読（英文レベル、読書量）を位置づける 
・ 身近な成功例を発掘し、後輩への啓蒙に利用する 
外部の事例は、学生にあまりインパクトがないので、本格的な多読授業の前に、小規模な集団

で試行し、身近な成功例を作りだすことが有効かもしれない 
・ 集団の力で乗せる（読書量の分布グラフ） 
大学受験ほど迫力はなくても、「クラスの皆が読んでいるから」を動機付けに働きかけること

は、どの学校でも有効であろう 
・ 自己評価させる（半年以上前に読んだ本の再読で、理解度の変化を自覚させる） 
特に停滞期では、（たとえ外部試験の得点が上昇しても）自らの能力向上を自覚できない学生

は多い。最も手軽な自己評価方法は、過去に読んで難しいと感じた本を、内容を忘れた頃に再

読させ、前回読んだときの印象（読書記録に書いてあるのがよい）と今回の印象を比べさせる

方法である。過去の自分と比べると、楽に読めている本のレベル、長さ、理解度は着実に向上

していることが分かる。 
・ 外部試験で評価する（大学生以上なら TOEICでよい、高校生なら ACEか） 
自己評価を補うために外部試験を併用したい。ただし、TOEIC受験対策授業や受験対策に熱心
な学生の場合は、これらが測定誤差となり、多読による得点上昇を測定しにくくなるので要注

意 
・ 内部試験で評価する（未読英文の Reading試験） 
豊田高専が成績評価のため定期試験で行っている Reading試験は、達成度評価（そのレベルの
本を楽に読めるようになっているかを測定する）に使うことができる。ただし、試験による評

価は頻繁にしないのが前提（年に数回で十分）で、本を読む毎に理解度を小テストで確認する

のは（少なくとも高専生を対象とするときは）止めた方がよい。 
・ 焦らず待つ 
種々の工夫をした上であれば、学生が 100万語以上を読破するまで、焦らずに待つのが最も大
切かもしれない。 


